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報告 

１．目的 
Risky Play（リスクを伴う外遊び）とは，子どもが適度なリスクを伴う遊びを通じて，身体的・

認知的・社会的能力を発達させる重要な活動であり，豊富な身体活動量や良好なソーシャル・ヘ
ルスと関連することが報告されている．本研究の目的は，子どもを対象とした G ボールを用いた

運動・運動遊びに関する国内外の研究を概観し，その活動内容を抽出するとともに，活動に内在
するリスク要素とリスキープレイの概念枠組みとの対応関係を検討することで，室内環境におけ
るリスキープレイの可能性を位置づけることである． 
２． 概要 
文献の収集では，学術論文誌，学会誌，大学紀要のいずれかに記載され，子ども（幼児〜小学

生）を対象に G ボールを用いた運動・運動遊びを実践した文献を対象とした．文献検索方法には，
PubMed，ERIC，CiNii，J-STAGE および Google Scholar を用いた．検索式は「(“G ボール” OR “バ
ランスボール”) AND (“子ども” OR “子供” OR “幼児” OR “児童”)」「(“balance ball” OR “fitness ball” 
OR “Swiss ball” OR “therapy ball” OR “exercise ball”) AND (child* OR “children” OR “kindergarten” 
OR “preschool” OR “elementary school”)」とした．また，採択基準を「子ども（幼児〜小学生）を対

象とした G ボールを用いた運動・遊びに関する研究で，遊びまたは遊び的要素を含む活動を実践
している研究」に設定した．論文選定の基準に従ってタイトルと抄録の内容の確認を 2 名で独立
して行ない，最終的に採用された文献は 7 編であった．分析にあたっては，各文献に記載された
活動内容を抽出し，動きの構造に基づいて「のる」「はずむ」「ころがる」（池田・長谷川，2010）
等の活動タイプに分類するとともに，各活動に内在するリスクを整理し，リスキープレイの要素
（「高さ（Great heights）」「スピード（High speed）」「危険な道具（Dangerous tools）」「危険な環境要

素（Dangerous elements）」「乱暴な遊び（Rough-and-tumble play）」「消失・迷子（Disappear / get lost）」）
との対応関係を検討した．  

３． 結果（または成果） 
分析の結果，記載されていた活動内容は主に「のる」「はずむ」「ころがる」動きに分類され，

これらの活動は，支持面が不安定である G ボール上でバランスをとりながら実施されることから，

転倒や落下に繋がる「不安定」という構造的なリスクが確認された．また，リスキープレイの要
素との対応関係を検討した結果，落下の可能性から「高さ（Great heights）」，バランスの崩れを誘
発する G ボールの用具特性から「危険な環境要素（Dangerous elements）」，助走を伴う実施の仕方
では「スピード（High speed）」に当てはまることが推察された．特にバランスをとりながら実施
する活動が，リスキープレイの特性と対応する可能性が示唆された．これまでのリスキープレイ
に関する研究は，屋外環境での遊びが対象とされてきた．本研究では，G ボールを用いることで

室内環境においてもリスキープレイの要素を取り入れた活動ができる可能性が示されたことが成
果と言える． 
今後は，G ボール運動・運動遊びにおいて，子どもがどのような感情（楽しさや不安，挑戦意
欲など）を伴って活動に関わるのか，また心理的特性の形成に寄与するのか等について，実証的
に検証することが求められる． 

表 1 G ボールを用いた活動内容と構造的リスクおよびリスキープレイとの対応（一部） 

 

著者 年 対象 活動内容
活動タイプの分類
（活動内容）

構造的なリスク
（活動内容・評価）

リスキープレイ対応要素
（活動内容）

田村 2015 幼児 自由遊び

1,身体操作遊び
（のる：座位（両足挙げ含む），膝立ち，伏・仰臥

位，複数で座位）

（はずむ：座位，複数で座位）

（ころがる：伏・仰臥位，助走から伏臥位）

2,ボール操作遊び
（まりつき，転がし，転がしたボールを追いかける，

抱えて座る，持って運ぶ，積む，投げ上げキャッチ）

のる，はずむ，ころが

る（1）

その他

「ボールの弾性を利用

する操作遊び」「ボー

ルのころがりを利用す

る操作遊び」「ボール

の大きさを利用する操

作遊び」（2）

不安定（1:低〜中） 高さ（1のる）
危険な環境要素（1）
スピード（1 ころがる 助走から伏臥
位:中）

リスク評価の定義　低：発生頻度が低い，中：発生する可能性が比較的高い，高：繰り返し発生し，転倒・落下が生じやすい


